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Ａ．研究目的 
 高精度放射線治療が急速に普及する中、

国内における、強度変調放射線治療(IMRT)
の患者毎線量検証と治療装置の品質管理

の実態を明らかにする。 
 
Ｂ．研究方法 
 高精度放射線治療装置の精度管理の実

態把握を行うために、IMRT の患者毎線量
検証における吸収線量/線量分布検証結果
と治療装置の品質管理実施結果を収集で

きるように、調査項目を選定し訪問調査を

行った。（倫理面への配慮） 
個人情報の取り扱い、および人体を対象

とした介入を伴う診療・試験は行っていな

い。 
Ｃ．研究結果 
 十数施設で訪問調査を行い、必要な物理

項目の調査時間は３時間程度であった。

IMRTの患者毎線量検証において、多くの
施設で、吸収線量と線量分布検証などの実

測検証が行われていた。吸収線量検証につ

いて、国内のガイドラインの基準値を満た

していた。一方、線量分布検証では、国内

ガイドラインでは述べられていないガン

マ評価を多くの施設が使用していた。治療

装置の品質管理状況においても、施設間の

バラツキが大きかった。 
 
Ｄ． 考察 
 訪問調査マニュアルを作成したことに

より、短時間でデータ収集できた。実調査

結果では、国内のIMRTガイドラインに書
かれている項目については、その基準値を

全施設で採用していた。一方、ガイドライ

ン上に書かれていないガンマ評価の基準

値（評価範囲、DD, DTA）は施設毎に決
められていた。しかし、ガンマ評価の基準

値により評価が大きく変化してしまうた

め、統一した評価を行うためには、今後、

国内でのγ評価基準値と許容値が必要で

あると思われる。また、治療装置の精度管

理については、項目と許容値のバラツキが

大きいため、こちらも高精度放射線治療に

対応した国内でのガイドラインが必要で

あると思われる。今回の訪問調査で、施設
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の誤った検証方法、解釈を見直す機会にな

り、高精度放射線治療のボトムアップに繋

がると考えられる。 
 
Ｅ． 結論 
 高精度放射線治療における物理面の精

度管理をモニタリングできるシステムを

構築し、国内の高精度放射線治療精度管理

状況を把握した。 
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